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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第45期

第１四半期連結
累計期間

第46期
第１四半期連結

累計期間
第45期

会計期間

自平成26年
　３月１日
至平成26年
　５月31日

自平成27年
　３月１日
至平成27年
　５月31日

自平成26年
　３月１日
至平成27年
　２月28日

売上高 （百万円） 38,062 39,932 155,363

経常利益 （百万円） 3,258 3,707 13,175

四半期（当期）純利益 （百万円） 1,914 2,187 7,572

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 2,007 2,418 8,022

純資産額 （百万円） 80,724 88,117 86,606

総資産額 （百万円） 113,972 121,577 122,055

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 59.91 68.42 236.90

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 69.0 70.6 69.0

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第１四半期連結累計期間（平成27年３月１日～平成27年５月31日）におけるわが国経済は、政府の経済政策及

び金融政策によって企業収益や設備投資に改善が見られ、景気は緩やかな回復基調にあるものの、個人消費につき

ましては、円安による物価の上昇や消費税増税後の節約志向などから持ち直しの動きは弱く、先行きは不透明な状

況が続いております。

このような環境の中、当社は経営方針を引き続き「実行力」とし、お客様が冷静に賢く変化させている価値観や

ライフスタイルによるニーズを真剣に感知し、対応すべきことを組織で共有し実行することがお客様が喜び、会社

も成長する原動力となると考え実行力を高めました。引き続き企業理念の浸透、七大基本の徹底、既存店の活性

化、効率化を図るとともに商品力の強化、効率的な情報システム開発、人材力の強化を行い、お客様満足度の向上

に努めてまいりました。

店舗展開につきましては、４月に「マツモトキヨシ久米店」（沖縄県那覇市）を出店いたしました。

また、コンビニエンスストア（以下「ＣＶＳ」）は、ＦＣ店舗４店舗出店、１店舗閉店いたしました。

その結果、当第１四半期連結累計期間における営業収益（売上高及び営業収入）は422億90百万円（前年同期比

5.0％増）、営業利益は35億81百万円（前年同期比13.2％増）、経常利益は37億7百万円（前年同期比13.8％増）、

四半期純利益は21億87百万円（前年同期比14.2％増）となりました。

 

事業部門別の業績は、次のとおりであります。

小売部門におきましては、昨年の消費税増税の反動で家電商品は前年を下回りましたが、インバウンド需要

や４月からの気温高と梅雨入りが遅れたことにより夏物商品や飲料等が好調に推移いたしました。引き続きワ

ンランクアップ商品、沖縄県産品、ＰＢ商品（くらしモア・ローソンセレクト）の販売強化を取り組んだこと

により、売上高は398億38百万円（前年同期比4.8％増）となりました。

ＣＶＳ部門は、直営店１店舗、ＦＣ店８店舗増加したことにより、売上高は93百万円（前年同期比50.6％

増）、営業収入は11億80百万円（前年同期比14.2％増）となりました。

 

（２）資産、負債及び純資産の状況

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して4億77百万円減少し、1,215億77百万円と

なりました。主な要因は、現金及び預金が17億4百万円減少したことと、売掛金が7億29百万円、有形固定資産が4

億83百万円増加したことによるものであります。

負債は、前連結会計年度末と比較して19億88百万円減少し、334億60百万円となりました。主な要因は、未払金

が21億66百万円、未払法人税等が16億52百万円減少したことと、買掛金が20億52百万円増加したことによるもので

あります。

純資産は、前連結会計年度末と比較して15億10百万円増加し、881億17百万円となりました。主な要因は、利益

剰余金が15億34百万円増加したことによるものであります。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 72,000,000

計 72,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在
発行数（株）

(平成27年５月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成27年７月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 31,981,654 31,981,654
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 31,981,654 31,981,654 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（千株）

発行済株式総
数残高

（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高
（百万円）

平成27年３月１日～

平成27年５月31日
－ 31,981 － 3,723 － 3,686

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成27年２月28日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

平成27年５月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式      18,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  31,942,200 319,422 －

単元未満株式 普通株式      21,454 －
１単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数 31,981,654 － －

総株主の議決権 － 319,422 －

 

②【自己株式等】

平成27年５月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社サンエー
沖縄県宜野湾市大山

七丁目２番１０号
18,000 － 18,000 0.06

計 － 18,000 － 18,000 0.06

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年３月１日から平

成27年５月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年３月１日から平成27年５月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成27年２月28日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年５月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 45,947 44,242

売掛金 1,729 2,459

商品及び製品 10,157 10,307

原材料及び貯蔵品 224 210

その他 2,225 2,342

流動資産合計 60,284 59,562

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 20,926 20,652

土地 26,490 26,381

その他（純額） 3,478 4,344

有形固定資産合計 50,895 51,378

無形固定資産   

のれん 778 737

その他 581 577

無形固定資産合計 1,359 1,314

投資その他の資産 9,516 9,321

固定資産合計 61,770 62,015

資産合計 122,055 121,577

負債の部   

流動負債   

買掛金 13,442 15,495

1年内返済予定の長期借入金 314 314

未払法人税等 3,068 1,415

賞与引当金 947 1,762

商品券等回収損失引当金 28 30

その他 11,926 9,542

流動負債合計 29,727 28,560

固定負債   

長期借入金 385 307

退職給付に係る負債 2,077 1,357

資産除去債務 386 387

その他 2,870 2,848

固定負債合計 5,720 4,900

負債合計 35,448 33,460
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成27年２月28日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年５月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,723 3,723

資本剰余金 3,686 3,686

利益剰余金 76,765 78,299

自己株式 △25 △26

株主資本合計 84,148 85,682

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 202 336

退職給付に係る調整累計額 △131 △128

その他の包括利益累計額合計 70 207

少数株主持分 2,387 2,227

純資産合計 86,606 88,117

負債純資産合計 122,055 121,577
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年３月１日
　至　平成26年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年３月１日
　至　平成27年５月31日)

売上高 38,062 39,932

売上原価 26,165 27,513

売上総利益 11,897 12,418

営業収入 2,218 2,358

営業総利益 14,115 14,776

販売費及び一般管理費 10,952 11,195

営業利益 3,163 3,581

営業外収益   

受取利息 17 19

受取配当金 18 23

債務勘定整理益 31 44

その他 42 49

営業外収益合計 109 136

営業外費用   

支払利息 3 2

商品券等回収損失引当金繰入額 3 6

その他 5 1

営業外費用合計 13 10

経常利益 3,258 3,707

特別利益   

固定資産売却益 － 6

特別利益合計 － 6

特別損失   

固定資産除却損 － 2

特別損失合計 － 2

税金等調整前四半期純利益 3,258 3,711

法人税、住民税及び事業税 1,406 1,438

法人税等調整額 △146 △8

法人税等合計 1,260 1,429

少数株主損益調整前四半期純利益 1,998 2,281

少数株主利益 83 94

四半期純利益 1,914 2,187
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年３月１日
　至　平成26年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年３月１日
　至　平成27年５月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,998 2,281

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 8 134

退職給付に係る調整額 － 2

その他の包括利益合計 8 136

四半期包括利益 2,007 2,418

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,923 2,324

少数株主に係る四半期包括利益 83 94

 

EDINET提出書類

株式会社サンエー(E03352)

四半期報告書

10/14



【注記事項】

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日公表

分。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文

に掲げられた定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見

直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定

方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく単一の割引率から退職給付の支払見込期間及び支払

見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１

四半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金

に加減しております。

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が7億32百万円減少し、利益剰余金が4億

76百万円増加しております。また、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期

純利益に与える影響額は軽微であります。

 

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれん償却額は、次の

とおりであります。

 

前第１四半期連結累計期間

（自　平成26年３月１日

至　平成26年５月31日）

当第１四半期連結累計期間

（自　平成27年３月１日

至　平成27年５月31日）

減価償却費 741百万円 683百万円

のれん償却額 40 40

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年３月１日　至　平成26年５月31日）

配当に関する事項

　配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(百万円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月28日

定時株主総会
普通株式 894 28 平成26年２月28日 平成26年５月29日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年３月１日　至　平成27年５月31日）

配当に関する事項

　配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(百万円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月28日

定時株主総会
普通株式 1,150 36 平成27年２月28日 平成27年５月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年３月１日　至　平成26年５月31日）

当社グループの「小売事業部門」以外の事業については、重要性が乏しいたことから、セグメント情報の記載

を省略しております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年３月１日　至　平成27年５月31日）

当社グループの「小売事業部門」以外の事業については、重要性が乏しいたことから、セグメント情報の記載

を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年３月１日
至　平成26年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年３月１日
至　平成27年５月31日）

１株当たり四半期純利益金額 59円91銭 68円42銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 1,914 2,187

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 1,914 2,187

普通株式の期中平均株式数（千株） 31,963 31,963

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社サンエー(E03352)

四半期報告書

13/14



 
 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年７月13日

株式会社サンエー

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 水野　雅史　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 城戸　昭博　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サン

エーの平成27年３月１日から平成28年２月29日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成27年３月１日から平

成27年５月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年３月１日から平成27年５月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンエー及び連結子会社の平成27年５月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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